
資料　２

①活動状況（年間事業
等）

団体の課題 ② 保健、医療について

③ 生活環境の整備について
（住まいについての課題やバ
リアフリー、災害・緊急時の
支援について）

④ 生活支援について（障害
福祉サービスや地域生活支援
事業、相談体制について）

⑤ 教育や保育について ⑥ 雇用や就労について
⑦ 障がいへの理解や交流
について

⑧ 計画への要望につ
いて

1
江別身体障
害者福祉協
会

・現状では会員は50名弱
・年間を通してスポーツ
関係イベント、旅行など
を行っている。

・若い人が入ってこな
い

・医療については、恵まれてい
ると思っている。
・自身で体力維持、鍛えたりす
ることが大切だと思っている。

・緊急ボタンが整備されている
・周囲の人に助けてもらい恩恵
を受けている（除雪など）

・男性ヘルパーが減っており、
力の必要な場面で苦労すること
がある。
・相談はケアマネジャーや親族
にもしているが、市の障がい福
祉課が一番相談にのってくれて
いる。

・特別支援学級において、思春
期への配慮として、特に男性支
援員の増員が必要と感じてい
る。

・労働意欲があっても、企
業側の受け入れが難しい場
合がある。
・中小企業も大企業のよう
に、障がい者雇用にもっと
進んで取り組めるように
なってほしい。

・コロナ感染症の影響もあ
り、他の団体との交流機会
が減っており、現在も交流
を持つことがなかなかでき
ていない。

・障がいのある方も参加
する災害時の避難訓練が
もっと必要と感じてい
る。（障がいのある方
は、避難することが難し
いことを健常者の方に理
解してもらうことが大切
と感じている。）

2
江別視覚障
害者福祉協
会

・会員数　17名
・月1回ぐらいの割合で
いろいろ行事を考えて実
行している（茶話会、
ウォーキングなど）
・SNSで告知を使ってい
る（X、フェイスブッ
ク、HP、YouTube）

・若い人が入ってこな
い
・スマートフォンの操
作に不慣れな方がいる
ため、ＳＮＳによる情
報提供などが会員に受
け入れられていない点
がある。

・視覚情報がなく、高齢化に伴
い理解力の低下もあるため、医
療機関等では寄り添って説明を
してほしい
・マイナンバーの紐づけは操作
ができない（読み上げでは個人
情報漏洩の恐れ）。
・役所等からの書類、文字の大
きさなど配慮してほしい。

・災害時に避難所まで1人で行け
ないので、フォローが必要。
・盲導犬の同行は受け入れを拒
否される避難所があると聞くの
で改善してほしい。(※)
・在宅避難時は、様子見に来訪
するなどのフォローをお願いし
たい。
・市に要望をしている点字ブ
ロックの設置については、早め
に取り組んでほしい。

・相談支援員がいるという周知
が不足していると感じる。
・同行援護の活用時間が足りな
い方がいるため増加してほし
い。
・ヘルパーの高齢化、引退によ
り減少しているため育成が必
要。

・視覚支援学校があって社会に
つながるということを周知して
ほしい
・情報図書館内に視覚障害の方
向けのものが少ない
・情報図書館とサピエ図書館の
連携を希望

・就労支援事業所の工賃が
安い。そのため、自立した
生活ができない。
・法定雇用率を上げるため
だけの雇用になっていると
感じる障がい者雇用があ
る。
・自立して生活出来るよう
な環境を希望

・市役所には、視覚障がい
者のイベントを周知してほ
しい。
・障がい者団体のイベント
の際は、他自治体の先行事
例を参考に江別市において
も、より密接に関わってほ
しい。

・日常生活用具の耐用年
数や上限額を拡充し、よ
り使いやすい制度にして
ほしい。

3
江別聴力障
害者協会

・会員数24名
・毎年4月に総会
・パークゴルフ大会、ク
リスマス交流会、茶話会
（懇親会）

・会員以外の聴力障が
い者と交流が図れてお
らず、情報交換ができ
ていない。
・若い人が入ってこな
い。ろう講師（聴覚障
がい者）は平均50歳以
上になっている。

・医療機関に手話通訳を派遣し
てもらえるので、今後も手話通
訳者の派遣を継続してほしい。
・聞こえない人の高齢化もあ
り、書類等の理解が難しくなっ
ているので、より丁寧に説明し
てほしい。（医療機関等で）

・（災害時だけでなく）公共の
場などでは、文字など視覚に訴
える情報伝達手段の整備をして
ほしい。
・一人暮らしの高齢者の緊急時
の連絡方法（システムがあって
も申請方法や使い方がよくわか
らない）
・災害時に聞こえない人が集ま
る場所作り（情報交換しやすく
不安解消）

・耳が聞こえない人への賃貸住
宅の貸し渋りへの不安
・高速料金などの福祉割引等の
認知度の低さの改善。
・新しい制度の際には勉強会を
開催してほしい。

・両親共にろう者（何らかの障
がいのある方）の場合、保育園
への入所の優先順位が早くなる
制度は今もあるのか。あるなら
継続してほしい。
・学校で常時、手話を教えるよ
うな機会を設けてほしい。

・自宅から近隣で就労した
くても、不採用となり、遠
方の会社に通勤している方
がいる。ようやく就労でき
ても遠距離通勤が大変なの
で、江別市内で聴覚障がい
者の雇用の充実を図ってほ
しい。

・友好都市との交流に障が
い者が参加できる場を設け
てほしい。
・江別市総合社会福祉セン
ターに協会の事務局を設置
してほしい。
・市のYouTubeや、市長の会
見などには手話通訳の設置
を希望。

・手話言語条例施行5年
目の記念事業を希望。
・民間バスでの移動は、
バスのレンタル代金など
経費負担が大きいため、
福祉バス制度の復活を希
望。

4
精神障害者
の会江別空
色クラブ

・会員は20名程度、若干
減ってきている。
・概ね月に１回、会員が
顔を合わせることができ
るイベントを実施。（お
茶会、食事会など）
・社会奉仕活動（駅清掃
を年2回）

・旅行以外のイベント
では人の集まりが悪い
のが課題。

・江別市内の精神科が今後も維
持され拡充されることを期待。
・収入の少ない中で生活をして
いるため、将来に不安のある会
員が多い。

・住まいについては特になし
・災害時に避難等をする際に、
特に一人暮らしの方へのサポー
トが必要（何をしたらよいかわ
からなくなってしまうので）

・就労支援事業所のB型の賃金
が低くて自立した生活に結びつ
かない。
・精神障がいには様々な病気が
あることについて、社会的認知
度が低い。
・引きこもりなど、外に出てこ
れない人が多いため、潜在的な
方の生活相談窓口を作ってほし
い。

・以前にくらべて教員に、うつ
病などの精神疾患の方が多く
なっている聞く。教員の就労環
境の改善が必要と感じる。

・自身の体調が安定しない
など、医療機関の判断など
により就労に時間的制限が
ある方がいる。その結果、
就労が継続されない。
・自身の体調や精神疾患を
理解したうえで短時間勤務
にしている。

・コロナ感染症の影響もあ
り、研修会等などは中断さ
れているため交流機会が
減っている。
・茶話会等で会う機会を作
り、仕事や生活上の悩みな
ど話し合うことが大切だと
感じている。

・精神障がいの社会的認
知度がまだ低いので、広
められたら良いと思う。
・地下鉄しか交通費割引
がないので、JR・バス・
タクシーの運賃割引を導
入してほしい。

団体名

団体ヒアリングの結果について

5
江別手をつ
なぐ育成会

・正会員136名、賛助会
員156名
・知的障がいのある方と
ご家族の福祉の向上を目
指して活動
・毎月、会報を発行（福
祉に関する、地域に関す
る様々な情報提供を行っ
ている。）
・障がいのある方と家族
のための研修会、定例会
という形で開催
・年1回、一般住民の方
も対象とする講演会

・会員の高齢化、若い
保護者の方の加入が進
まない。
・本人活動（障がいの
ある人が勉強会やレク
リエーションなどを自
ら企画・運営するこ
と）を柱に置きたい
が、十分にできていな
い。

・療育手帳Ｂの方も経済的負担
が大きいので療育手帳Ａと同等
の医療費助成などの支援を受け
られるようにしてほしい。

・グループホームの住宅設備に
ついて、エアコンが未設置のグ
ループホームには、何かしらの
助成をお願いしたい。
・災害時の避難所では、パニッ
クになってしまう方がいるの
で、心を落ち着けるようなス
ペースを用意してほしい。

・特別支援学校・学級へは遠距
離通学になるケースが多いの
で、スクールバスを希望
。
・緊急時や保護者が急病時など
に、すぐに受け入れてくれる一
時預かり（宿泊も含めて）の施
設希望。

・特別支援学級では、教員によ
り障がいへの理解の差があると
感じるため、教員の質の向上が
必要。
・幼稚園の入園の際、補助の先
生を申しこんだ後に、条件をつ
けられることがあるため、もっ
と通園しやすい環境を作ってほ
しい。

・ジョブコーチの支援が必
要な方がいても、ジョブ
コーチが少ないため適切な
支援を受けられないケース
がある。
・当事者同士が交流を図る
ことができるサロンがあれ
ば、就労先などでも活かす
ことができる情報を得られ
ると思う。
・高校卒業後の支援が足り
ないため、親が仕事を休ん
だり早退しているケースが
あると聞く。卒業の支援の
拡充が必要。

・公的なところからの情報
発信の拡充を希望。
・スクールカウンセラーの
ような相談員に気軽に相談
できる場を、もっと提供し
て欲しい。

・障がいの程度にかかわ
らず、親の緊急時に利用
可能な短期入所や日中一
時支援を希望。
・地域の中で障がいのあ
る方が自立して暮らせる
ためにグループホームの
増設を希望。
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7
江別地区こ
とばを育て
る親の会

・教育委員会との意見交
流会
・夏、冬にお楽しみ会を
計画
・赤いはね共同募金の活
動（社協からの補助金助
成の条件）
・茶話会、研修会への参
加

・働いている方は会の
活動に参加できないと
加入を断られてしまう
ため人員不足。
・役員のなり手不足。
・通級学級に行ってい
る子どもが中学校に進
学すると、中学校には
通級学級がないため、
支援の手がなくなって
しまい、支援の継続に
つながらないことを危
惧。

・市内に子ども発達クリニック
と言われるような、小児精神を
扱える病院がないため、市外の
病院にいくしかない。
・通院が遠距離となるため保護
者の負担が大きくなっている。
・医療費について、療育手帳の
取得ができない軽度の症状のた
め、医療費負担は大きい。
・手帳の取得ができないため、
税制上の控除ないため、金銭負
担が大きい。

・外見上、普通に見えるため、
災害時にパニックになっていて
も、親や子どもの困り感が周囲
に伝わりずらい。
・避難所内で、落ち着かせるた
めの別スペースの確保を希望。

・中学校進学後に、相談先がな
く困ってしまう方がいると聞
く。福祉サービスに繋がってい
ない方も含め、進学先でのサ
ポート体制の充実を希望。
・福祉事業所により、サポート
内容の得意・不得意があるた
め、その当事者の課題等にあっ
た支援を受けられるようにして
ほしい。

・通常学級で理解が得られず特
別支援学級に転籍を求められる
ケースがあるが、通常学級内で
の支援の強化が必要と感じる。
・小学校への就学前の就学相談
同様、幼稚園選びの段階でも同
じ仕組みがあるとよい。
・３年保育を希望して入園した
保育園で、２年目以降の更新を
断られるケースがあり、行き場
がなくなる。支援への理解を進
めてほしい。

・発達障がいのある子が就
職活動をしているが、その
子が一般就労できなかった
場合、どのような支援等が
あるのか、どこに相談した
ら良いのか不安がある。
・子どものために早退した
り、フルタイムからパート
タイムに変更する親がいる
ため、サポートする側（保
護者）への支援を手厚くし
て親が就労を継続できる環
境にして欲しい。

・この会は小学校を卒業す
ると、自動的に退会となる
ので、情報共有の場面や会
員同士の繋がりが減ってし
まう。
・行政からの情報を含め、
障がい福祉に関する情報発
信が少ないと感じるため改
善して欲しい。

・年齢制限なく、軽度の
障がいであっても広く使
える支援体制の充実。
・手帳の取得ができない
方に対しても、福祉サー
ビスの利用ができるよう
な体制づくり。
・利用負担額について、
経済的負担が大きいため
課税世帯であっても非課
税世帯と同等の配慮をし
て欲しい。

・移動支援を使って通学通
所という形で利用はできて
も、一般就労先に行く際に
は利用できないため、就労
できない人が一定数いるの
が課題。
・一般就労先にも利用可能
な移動支援サービスがある
と、障がい者の就労につな
がる。
・就労支援B型事業所が増え
ていることは良いことだと
考えられる一方で、相談支
援を経ずセルフプランで利
用されている方は、どのよ
うに将来に向けてマネジメ
ントしているのか分からな
い部分があり、課題もある
と感じる。

6
江別介護マ
マの会

・現在、20名くらい。
・重度肢体不自由児者の
母親が声をかけ合って、
2017年から活動
・親子サロンつながるカ
フェanyと社協の茶話会
で活動場所を2か所にて
活動中
・ケアカフェといった形
で、当事者からの情報発
信をする活動
情報共有はLINEグループ
を活用

・有志の活動のため、
しっかりした形の組織
ではないこともあり、
活動が危ういと感じて
いる。

・小児慢性特定疾病や指定難病
の受給者証を持っている方と、
重度心身障害者医療費助成制度
の受給証のみの方とでは、月額
の上限額が異なるため重度心身
障害者医療費助成制度の受給証
の方は負担が大きい（同じ肢体
不自由でも不公平感があるなと
感じる。）
・子どもの病状だけでなく、保
護者の世帯収入など違いを把握
できていないので、個別の聞き
取り調査が必要かと思う。
・医療的ケア児者について、小
児期から成人期へ移行する際に
切れ目なく適切な医療支援を受
けられるようにしてほしい。
・成人へ移行したあとのリハビ
リ訓練を江別市立病院やその他
の医療機関で受皿となってほし
い。

・年齢が上がるにつれて、体格
が大きくなるため、住居の改造
などの際に高額な出費が伴う。
・移送サービスがなく、福祉車
両の購入も保護者の大きな負担
が大きい。
・災害時に医療的ケア児者が孤
立しないような防災上の仕組み
が必要。
・市内の基幹病院に登録するシ
ステムを作り、災害時に受け入
れ可能な医療機関をあらかじめ
分かるようにしてほしい。

・江別市に医療的ケア児者及び
重症心身障がい児者が利用可能
な「生活介護事業所」、「短期
入所事業所」の開設・増設して
欲しい。現在は近隣市町村に
通っている。
・訪問入浴の回数制限につい
て、通年週２回利用できるよう
にして欲しい。週１回の場合、
何らかの事情で訪問入浴ができ
ないと、入浴が２週間空くこと
がある。

・重症心身障がい児の就学環境
の整備を希望。現在、江別市内
に特別支援学校がないため、市
外へ通学しているが、長距離移
動は健康上のリスクがあり、特
に冬は通学を断念する方がい
る。
・小中学校に看護師を配置して
いる学校もあるが、重症心身障
がい児は行き場がない。
・医療的ケア児についても、小
中一貫教育を導入し、切れ目の
ない支援を希望。
・理想は、兄弟姉妹と同じ学校
に通学できるよう居住区内の学
校に入学させてほしい。

・子どもの高等部卒業後
に、支援が足りないため、
特に母親の介護離職に繋
がっているケースがある。

・同じ悩みを持つ者同士の
ケアカフェは必要であり、
ケアカフェには専門職（看
護師や相談支援員など）を
配置して欲しい。

・計画作成にあたり、今
後も今回の団体ヒアリン
グのように当事者からの
声を聞いて作成してほし
い。

江別市自立
支援協議会
相談支援部
会

・２ヶ月に１回勉強会を
開催。

・特別支援学校で部活を頑
張ってきた若い方は、卒業
するとスポーツをする機会
が減ると聞いているので、
スポーツを通じて地域の方
と交われる機会がもっとた
くさんあると良い。
・同じような障がいのある
方や、重度障がいで外出が
大変な方も、色々な方と交
流をしたいと聞くので、そ
ういった方々が出会う場が
必要と感じる。

・基幹相談支援センター
の設置についての方針。
・地域生活支援拠点等の
整備についての方針。
・計画策定に当たっての
団体ヒアリングの方法に
ついて工夫が必要。

・児童の発達外来が江別にない
ため、市外に通院している方が
いる。
・特定疾患について、保健所の
対応に変化があり、窓口から郵
送対応になったので、本人から
手続きが大変になったという話
を聞く。

・車いす利用者を受け入れられ
るグループホームが少ない。
・バリアフリーが進んでいない
と感じる。
・JR野幌駅の車いす乗降が17時
15分までなので、それまでに駅
に行かなければならず、時間を
伸ばしてほしい。
・親の緊急時に受け入れてくれ
る短期入所がないことが課題。

・地域活動支援センターが１ヶ
所しかないが、精神障がいの方
に強い一方で、その他の障がい
のある方が利用できる地域活動
支援センターがあると良い。
・障がい児と障がい者のグルー
プの連携が不足していると感じ
る。
・訪問入浴の回数は、現在制限
があるが年齢等によって必要回
数は違うと感じるので、柔軟な
対応をしてほしい。

・一定の障がいにより保育園側
から受け入れを断られた場合、
福祉サービスの利用につながる
が、そもそも保育園の支援体制
が充実していれば、福祉サービ
スでなくても良い方もいるた
め、結果、福祉サービス利用者
が増えすぎて事業所内は飽和し
てしまっている。
・中学校で支援学校だった方
は、以前は高校も支援学校の方
が多かったが、最近では、定時
制や通信制の高校に通学する方
もいる。しかし、卒業後に行先
が見つからず困ってしまうケー
スが増えてきている。

・人材不足により、相
談支援事業所が減って
きている。
・暮らしに関わる（在
宅生活の課題など）の
部会がないため、必要
性を感じている。相談
支援部会、就労支援部
会、子ども部会の三つ
の部会で、地域の課題
を吸い上げるのは難し
い。
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①活動状況（年間事業
等）

団体の課題 ② 保健、医療について

③ 生活環境の整備について
（住まいについての課題やバ
リアフリー、災害・緊急時の
支援について）

④ 生活支援について（障害
福祉サービスや地域生活支援
事業、相談体制について）

⑤ 教育や保育について ⑥ 雇用や就労について
⑦ 障がいへの理解や交流
について

⑧ 計画への要望につ
いて

団体名
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江別市ボラ
ンティア団
体連絡会
（ガイドヘ
ルパー関
係）

・日常生活の支援、作業
の見守、散歩など。
・会話を楽しむことを主
とする。

・ガイドヘルパーを利
用されている方は固定
されている。

・病院等での対応はよい。

・視覚に障がいがある方にとっ
て、外出時の段差の対応に苦慮
するので、歩きやすい環境に変
化していってほしい。

・整った時代になってきている
と思うが、利用者の方々の制度
等の熟知度は進んでいるのかは
心配。
・各協会の各種行事等の参加者
は固定されていると感じるた
め、色々な方の交流が必要。

・義務教育課程は充実している
と感じる。
・中途視覚障がい者の場合に限
ると生活訓練はあっても、音声
機械の進歩の影響かもしれない
が“点字”の学習はあまりない
と感じる。

・障がいのある方の中でも
個人差はあるが、社会とつ
ながる意欲は尊重した支援
をして欲しい。

・今の小学生は、福祉の授
業が減り、年に数回と聞く
が、20年ほど前にはもっと
盛んに行っていた印象があ
るので、増やしていくべき
ではないか。

・視覚障がい者の生活訓
練を通じて社会とつなが
ることの重要性。
・ガイドヘルパーの養
成・育成。

※江別市内の避難所においては、盲導犬の受け入れ拒否は行われていないことを確認しています。
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江別市自立
支援協議会
子ども部会

・2ヶ月に1度、年6回（4
回は子ども部会、メン
バーの中で、有志を募っ
て開催をしている会が2
回）

・支援が複雑になった
（孤立家庭、その家族
に対する支援）
・サービスの足りな
さ、必要なサービスに
たどり着けない
・担い手不足が深刻。
人材の確保、育成が十
分にできない。

・市内に小児精神科がない。
・医療的ケアが必要な子はほと
んど札幌に行かなければならな
い。

・家庭を含めてエレベーターの
設置があるとより生活しやす
い、整備のための補助金が不足
している。
・災害対策について、冠水浸水
想定区域内の指定を受けた福祉
事業所については、利用者を含
めた被災時の避難行動に不安が
あるで、訓練が必要と感じてい
る。
・放課後デイサービスの利用者
は、高校卒業後には利用できな
くなるため、高校卒業後の18歳
以降の居場所（夕方）が不足し
ている。

・入浴サービス支給基準を満た
していないいために、自宅で保
護者が入れているケースがあ
り、負担が大きい（医療的ケア
児、肢体不自由児）。
・短期入所の事業所が不足して
おり、保護者のレスパイトが十
分にとれていないと感じる。
・相談支援事業所や移動支援の
事業所が不足しており、利用で
きていない人がいる。

・医療的ケア児や強度行動障が
い児を受け入れる幼稚園、保育
園が少ない。
・個別支援保育の年齢枠を撤廃
して柔軟な対応をしてほしい。
・特別支援学級に在籍している
子の学童保育、放課後児童クラ
ブ数の不足。
・不登校児（発達に特性のあ
る）が福祉サービスを十分に受
けられるよう拡充をしてほし
い。
・特別支援学校が江別にないた
め、札幌や南幌まで通わなけれ
ばいけない。江別にも特別支援
学校が設置されると良い。
・オンラインや情報機器を用い
た支援が制度化されたら良いと
思う。

・車椅子の方が通える事業
所が少ない
・車椅子の方の生活の仕方
が一般就労か生活介護かと
いう二択になっている。
・重度の障害（強度行動障
がい）のある子たちが将来
大人になった時の進路が限
られている、事業所も少な
い。

・支援が必要な子の転出入
の際に、引継ぎが十分にさ
れていないケースがある。

・子どもの教育機関の充
実。
・支援の必要がない方に
もサービス提供されてい
るケースがあり人材不足
に繋がっていると感じる
ため、適切なサービス利
用も求めたい。

江別市自立
支援協議会
就労支援部
会

・障がいのある方の就労
をテーマに月に1回活動
し、グループ活動もあ
り。
①支援力向上チーム…障
害のある方の就労支援の
力を高めることが目的
②企業との接点チーム…
障害者雇用を検討いただ
ける企業を増やすことを
目的

・人口の割には市内の
就労場所が少ないと感
じる。
・障がいが多岐に渡
り、企業、障がい者へ
の対応方法が複雑化し
ているため、支援員の
指導力も以前に比べて
求められている。

・医療機関の受診やカウンセリ
ングに数か月待たされるといっ
た相談があり、市内の医療機関
数と患者の需要と供給のアンバ
ランスが生じている。
・精神科への通院に当たり、自
立支援医療などの助成制度を知
らない方がいるため、より周知
が必要。

・不動産屋で部屋を借りる審査
が通らないという相談を受けて
いる。
・ヘルパー不足で、支援を受け
たくても受けられない時があ
る。また、災害時などの緊急時
も同様にヘルパー不足で依頼し
ても来れないため、ヘルパーに
頼らないサポート体制が必要と
なっている。

・就労相談の際、生活の相談に
もなるが、就労支援B型事業所
が多い一方、生活介護事業所が
少ないと感じる。
・新規の相談が増えているが、
就労先は増えていないのが現
状。
・技術や能力があっても、コ
ミュニケーションに不安があ
り、就労の行動が起こせない方
が一定数いるため、そういった
方でも気軽に通所できる場が必
要と感じる。
・その人にとって、支援の対応
やスピード感が異なるので、自
分に合った事業所に通所できる
ような体制が必要と感じる。

・支援学校の方からだけではな
く、最近は普通高校、大学、専
門学校生からの相談が多いた
め、普通学校との連携の必要性
を感じる。
・本当に福祉サービスを必要な
人にサービスが提供されること
が望ましいが、福祉事業所が飽
和してきているという話も聞
く。重要なことは、必要な人に
サービスが行き届く仕組みと感
じている。

・障がい者雇用で就職した
方から、職場に行っても仕
事がほとんどないという話
を聞くことがある。法定雇
用率にだけ意識がいくと、
本来あるべき障がい者支援
につながらないと感じる。
・就職する良さと、就職し
たことによって孤立化が進
んでしまう二面性を感じる
ため、就職後の支援の充実
が必要。

・障がいの診断を受けてい
ても、本人や家族が障がい
を受け入れられない方がい
るため、一般就労後に就労
が続かないという方が増え
ている。
・障がい者はイコールA型・
B型の福祉事業所でなければ
ならないという訳ではない
ので、一般就労で頑張って
いける仕組みが必要。
・福祉側ではなく一般企業
等から良いアイディアを聞
くことがあるため、コミュ
ニティのハードルを下げ、
障がいの有るなし関係なく
交流を図ることが大切。

・就労支援Ｂ型事業所が
増えた結果、利用者の囲
い込み現象のようなもの
が起きており、本来の障
がい者支援とは異なる動
きがあるため、本来の目
的に沿った福祉事業所の
運営が求められる。

特になし 特になし10

江別市ボラ
ンティア団
体連絡会(朗
読ボラン
ティアグ
ループ　ま
ちの灯)

・メンバーは50人程度
・江別市からの委託（広
報えべつ、市議会だよ
り、社会福祉協議会が発
行する「幸せな社会」の
音声化
・選挙公報の音声化
・プライベートサービス
（リクエスト本の朗読な
ど）
・朗読会

・団体の周知（知って
いただいて、利用する
までにたどり着いても
らう方法を模索中）

・コロナ禍で録音に必要な
機材等が使えないときに、
視覚障がいの方と電話によ
りコミュニケーションを
図ったが、普段あまり交流
がない方とも会話すること
ができたため、対面ではな
い交流でも、障がい者への
理解や交流を深めることが
できた。
・久しぶりの交流会で、福
祉バスの必要性を強く感じ
た。交通手段やガイドヘル
パーの利用に慣れていない
方は、外出が億劫になって
しまっていたり、我慢した
りしていると感じる。

・必要なサービスにたど
り着けるように柔軟に対
応にしていただけるよう
な案内を希望する。

特になし

・災害時の視覚障がい者への支
援が行き届いているのか、団体
でも把握できていないため、困
らないような支援をお願いした
い。
・健常者ができることであって
も、視覚障がいの方は難しいこ
とがあるので、災害の大小に関
わらず、支援の手が届くよう配
慮してもらいたい。

・デイジーの再生機を購入する
際の助成があり、活用されてい
る。修理、買い替えを自費で行
なってしまっている方がいる。
・新しいものでも使い方を覚え
る必要があるため、現在の装置
を修理して使いたい方が多い。
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